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鮮
だ
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

（
１
）転
入
、
転
居
な
ど
に
よ
り
、
水

道
を
使
用
さ
れ
る
と
き
。

（
２
）転
出
、
転
居
な
ど
に
よ
り
、
水

道
を
止
め
た
い
と
き
。

（
３
）家
屋
の
増
改
築
や
、
長
期
間
不

在
な
ど
に
よ
り
、
一
時
水
道
を

止
め
た
い
と
き
。

（
４
）水
道
の
所
有
者
や
使
用
者
に
変

更
が
あ
る
と
き
。

※（
２
）と（
３
）の
届
出
が
な
い
場

合
、
ご
使
用
さ
れ
て
い
な
く
て
も

基
本
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。　

　

な
お（
１
）と（
３
）と（
４
）の
届

出
書
様
式
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
受
付
時
間

平
日　

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
の
水

道
の
開
栓
・
閉
栓
に
係
る
作
業
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

３
月
・
４
月
は
受
付
及
び
開
閉
栓

業
務
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
希
望
日
の
３
～
４
日
前

ま
で
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
水
道
料
金
の
お
支
払
に
つ
い
て

　

水
道
料
金
の
請
求
は
、
検
針
し
た

使
用
水
量
を
も
と
に
２
か
月
に
１

度
、
奇
数
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
支
払
い
は
、
ぜ
ひ
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
ご
利
用
の
お
手

　

上
下
水
道
の
修
理
等
は
、
嵐
山
町

の
指
定
を
受
け
た
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
、
排
水
設
備
指
定
工
事
店

で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

最
近
、
嵐
山
町
の
指
定
を
受
け
て

い
な
い
業
者
に
よ
る
広
告
等
が
見
う

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

嵐
山
町
の
指
定
業
者
の
一
覧
表

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

上
下
水
道
の
修
理
は
、
町
の
指
定

業
者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

上
下
水
道
課　

管
理
担
当

　

☎
６２

−

０
７
２
８

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
申
請
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
上

下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水
道
の
開
栓
・
閉
栓
の

届
出
は
お
早
め
に

上下水道課

※
火
災
情
報
に
つ
い
て
は
、
次
の
番

号
か
ら
確
認
で
き
ま
す
（
有
料
と

な
り
ま
す
）。

　

☎
０
４
９
３

−

２
４

−

０
１
１
９

問
合
せ　

地
域
支
援
課　

人
権
・
安

全
安
心
担
当　

☎
６２

−

２
１
５
２

●
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
と
は

　

防
災
無
線
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
と

は
、
防
災
無
線
か
ら
放
送
さ
れ
た
内

容
を
自
動
録
音
し
、
一
般
電
話
機
か

ら
聞
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

放
送
内
容
を
聞
き
逃
し
た
場
合
や
、

よ
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

•
通
話
料
は
無
料
で
す
。

•
放
送
内
容
は
２４
時
間
保
存
さ
れ
ま

す
。

※
放
送
終
了
後
（
時
差
放
送
の
場
合

は
、
全
て
の
放
送
終
了
後
）
か
ら

知
っ
て
い
ま
す
か
？

防
災
無
線
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス

地域支援課

上
下
水
道
の
修
理
等
は

嵐
山
町
指
定
工
事
事
業
者
へ

上下水道課

続
き
は
、
直
接
、
左
の
取
扱
金
融
機

関
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

※
役
場
の
上
下
水
道
課
窓
口
で
は
お

手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

《
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
》

•
埼
玉
縣
信
用
金
庫（
本
・
支
店
）

•
埼
玉
り
そ
な
銀
行（
本
・
支
店
）

•
り
そ
な
銀
行（
本
・
支
店
）

•
埼
玉
中
央
農
業
協
同
組
合

　
（
本
・
支
店
）

•
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

•
武
蔵
野
銀
行
（
本
・
支
店
）

問
合
せ　

上
下
水
道
課　

管
理
担
当　

☎
６２

−

０
７
２
８

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

話
機
や
装
置
を
設
定
す
る
と
よ
り
効

果
的
で
す
。

　

１
月
末
現
在
、
県
内
の
振
り
込
め

詐
欺
被
害
認
知
件
数
は
９３
件
（
前
年

同
期
と
比
べ
＋
３９
件
）。
平
成
２３
年

以
降
で
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
電
話
対
策
で

詐
欺
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

　

在
宅
中
の
留
守
番
電
話
設
定
や
電

話
番
号
通
知
サ
ー
ビ
ス
で
相
手
先
の

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

警
告
・
通
話
録
音
機
能
の
あ
る
電

こ
ん
な
手
口
に
注
意

　

県
内
で
は
、
市
役
所
職
員
や
銀
行

員
を
装
っ
た
犯
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
騙
し
取
ら
れ
、
現
金
を
引
き

出
さ
せ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」「
還
付

金
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
が
出
て
き
た
場
合
は
、
絶
対
に
信

用
せ
ず
、
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

♯
９
１
１
０

　

普
段
の
生
活
の
安
全
や
、
平
穏
に

関
わ
る
様
々
な
悩
み
ご
と
困
り
ご
と

を
、
警
察
相
談
専
用
電
話
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

小
川
警
察
署

　

☎
７４

−

０
１
１
０

振
り
込
め
詐
欺
に

　
　

だ
ま
さ
れ
な
い

小川警察署
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１
月
１４
日
、
嵐
山
町
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
嵐
山
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
委

員
会
主
催
に
よ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

四
季
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
源
氏
物
語
研
究
会　

源

リ
ウ
会
代
表
の
黒
木
睦
子
氏
を
講
師

に
招
き
、「
楽
し
く
！
源
氏
物
語　

～
現
代
に
通
じ
る
男
女
の
心
理
・
人

間
の
心
理
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
会
。
自
分
の
意
志
で
自
由
に
生
き

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
当
時
の
女
性

の
立
場
や
気
持
ち
、
今
も
変
わ
ら
な

い
人
間
の
心
の
内
を
、
親
し
み
の
あ

る
語
り
と
ユ
ー
モ
ア
あ
る
解
説
で
、

ま
る
で
芝
居
を
見
て
い
る
か
の
よ
う

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

「
わ
か
り
易
く
話
し
に
引
き
こ
ま
れ

た
。
久
し
ぶ
り
に
勉
強
が
で
き
た
よ

う
に
思
う
」「
源
氏
物
語
の
中
で
、

男
と
女
の
関
係
を
と
ら
え
て
い
て
新

鮮
だ
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
季
講
座

「
楽
し
く
！
源
氏
物
語
」を
開
催
し
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録 

更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
更
新
は
、

年
度
毎
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
に
更
新
の
ご
案
内
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
継
続
希
望
の
場
合
は
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
規
登
録
も
受
付
中
！

　

新
規
登
録
は
、
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ

ー
事
務
室
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
み
な
さ
ま
の
ご
登
録
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時　

３
月
３１
日（
土
）

　
　
　
　

９
時
３０
分
～
１３
時

場
　
所　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

対
　
象　

町
内
在
住
の
小
学
生
と

　
　
　
　

そ
の
家
族

費
　
用　

無
料

小
学
生
、
親
子
で
集
ま
れ
！

第
４
回
春
の
親
子
文
化
体

験
教
室
を
開
催
し
ま
す

第７回らんざん
ボランティア・フェスタ

場所　ふれあい交流センター
内容　講演会、活動紹介、体験コーナー、
　　　模擬店、ステージ発表などを予定
※詳細は、広報嵐山５月号の差込チラシで
　お知らせします！

イベント

予告日程　5月19日（土）

№16

ら
ん
ざ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
情
報

嵐
山
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

電
話
：
６２

−

１
２
２
１

講
師
の
黒
木
睦
子
氏（
右
）　
会
場
の
様
子（
左
）

体
験
講
座

◦
琴
の
演
奏
〝
さ
く
ら
さ
く
ら
〟

◦
草
餅
づ
く
り

◦
折
り
紙

◦
や
さ
し
い
楽
器
演
奏
（
合
奏
）

◦
俳
画

◦
囲
碁
教
室

※
ひ
と
り
１
講
座
で
す
。
申
込
み
の
際
、

希
望
講
座
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

主
　
催　

嵐
山
町
文
化
団
体
連
合
会

後
　
援　

嵐
山
町

　
　
　
　

嵐
山
町
教
育
委
員
会

問
合
せ　

嶋
田
（
副
会
長
）

　

☎
０
９
０−

３
０
４
０−

７
１
９
９

申
込
締
切　

３
月
１６
日（
金
）

申
込
先

嵐
山
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
６２

−

２
１
４
４

　桜
さくら

が待
ま

ち遠
どお

しい季
きせつ

節がやってきまし

たね。今
ことし

年もあと１か月
げつ

で嵐
らんざん

山さくら

まつりです。今
こ と し

年もPieaceはステー

ジ出
しゅつえん

演と花
はな び

火アナウンスをさせていただきます。ぜひ、桜
さくら

と花
はな び

火を見
み

にきてください。

　先
せんじつ

日、Pieace第
だい

２回
かい

オフ会
かい

を開
かいさい

催し、ファンのみなさんとボウリ

ングをしてきました。写
しゃしん

真はその時
とき

の集
しゅうごう

合写
しゃしん

真です。

Pieace

通
つ う

 信
し ん

（ピース）

vol.12
平成29年度

☆Pieace出
しゅつえん

演情
じょうほう

報☆　４月
がつ

７日
にち

（土
ど

）嵐
らんざん

山さくらまつり　　　Pieaceプロジェクト


